
　　　　　人秘

第８号様式（第13条、第14条、第15条、第20条、第35条関係）

大分県

勤務先及び
現職名

豊後　温子

大分市府内町１－１－１

（旧　姓）
（通称名）

平成　５年　６月　７日生

　R3年　 4月  1日から 　H30年 4月  1日から 　　 年　　月　　日から
　R4年　 5月22日まで 　R 3年　3月31日まで 　　 年　　月　　日まで
（　　　1　年　1　月間） （　　3 年　　　月間） （　　　　年　　　月間）

勤務場所 ●●市立○○中学校 ●●市立△△中学校

職 名 教諭 臨時講師

３年 １～３年

数学 数学

（例）数学の教科
指導において優
秀である。

（例）数学の教科
指導において優
秀な実績をあげ
た。

所属長　　○○　○○　印 所属長　　○○　○○　印 所属長　　　　　　　　印

所　 轄　 庁　

又は理事長

備考　旧姓及び通称名の記入は、任意とする。

●●市教育委員会 印

本籍地
（都道府県名）

　　　　　　　　教　　科　　認　　定　　書

勤務期間

上記のとおり認定する。

担任学年
及び教科

指導及び
教科等の
実 績

認
定
出
願
教
科

現住所

●●市立○○中学校
教諭

●●市立◇◇中学校

非常勤講師

１年

数学

（例）数学の教科指導
において優秀な実績を
あげた。

週授業時間数１６時間

※非常勤講師の場合は週当
たりの勤務時間数を確認する
必要があるため、この部分が
必要です。

所属長　　○○　○○　印

　　　　　　　　令和　４　年　５　月　２５　日

氏 名

　H29年　4月　5日から
　H30年　3月30日まで
（　　　　年　11月間）

・それぞれの学校の現校長が、当時の書類を参考に記入すること。

・所属長の証明印は公印。

・訂正が必要な場合は、二重線で消し、訂正印（所属長の公印）を押印すること

・所属長名を忘れずに記入してください。

証明期間を明記すること。

※「現在まで」は不可。

※末尾の日付を空白にするのも不可。

※下の所轄庁等の証明日より未来の期間

にはならないように注意。

・所轄庁または理事長印は公印

・証明者は、設置者が

市町村立の場合：市町村教育委員会

（「教育長」ではないことに注意。）
私立の場合：理事長

国立大学法人の場合：学長



　

　
５．　記入欄が不足する場合、又は所轄庁が異なる場合は別葉に記入すること。

　
　
　

　　　の前後で欄を分けること。

　
３．　実績は具体的に記入すること。
　
４．　休職または休暇など（１ケ月以上）勤務しなかった期間があれば、当該期間

記　載　上　の　注　意

２．　教科ごとに別葉とすること。

　　　績の評価をし公印を押印証明して、秘扱いとして提出すること。
１．　太線以下をそれぞれの現校長が保存する書類により在職時の指導教科実


